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１．今後のサービスプラットフォームへ向けて

ネットワーク利用者

２２．．使い安さへの取り組み使い安さへの取り組み

－利用者主導の情報取得への変化－利用者主導の情報取得への変化

－カスタマイズからパーソナライズへ－カスタマイズからパーソナライズへ

１１．．安全、安心への取り組み安全、安心への取り組み

－ウィルス、迷惑メール－ウィルス、迷惑メール

－フィッシング、スパイウェア－フィッシング、スパイウェア

３．３．効率化への取り組み効率化への取り組み

－柔軟なシステム開発・構築－柔軟なシステム開発・構築

－情報の再利用の推進－情報の再利用の推進

インターネット

Firewall

Webサーバ アプリサーバ DBサーバ

－セキュリティ（ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）－セキュリティ（ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）

－認証と決済－認証と決済

－個人情報の管理－個人情報の管理

決済
事業者

その他
外部
事業者
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上位サービスの利用者管理インフラ 「PLEASY」

２．認証・決済における取り組み例２．認証・決済における取り組み例

◆各種サービス利用の利便性向上（簡便な登録・購入手続きと多彩な決済方法）

◆利用者とのコミュニケーションのためのプラットフォーム

会員

各種サービス利用の
利便性向上
・コンテンツ
・コマース
・各種サービス

利用のメリット
・多様な支払い手段

-各種電子マネー
-クレジットカード

・ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、懸賞応募
・各種無料サービス
・購入履歴や興味分野
に基づくリコメンド

利用

PLEASY登録者
・任意文字列ＩＤ
・メールアドレス
・ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ番号*
・住所/氏名等*

*オプション

個人ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
購買履歴

情報配信許諾

顧客コミュニケーション
・パーソナルページ

-利用履歴、ポイント照会
・お勧め商品情報

優良顧客の優遇
・利用額や回数に応じた
割引やﾎﾞｰﾅｽﾎﾟｲﾝﾄ

顧客行動/属性と
商品購買の関連性
をデータベース化

・分析結果に基づいて、顧客毎に最適な情報を提供
・優良顧客に対しては、より有利な条件での商品購入を提案

簡単登録

会員ｻｰﾋﾞｽ
の拡張

利用履歴にもとづく顧客コミュニケーション

登録・利用履歴を保存

全Internet利用者
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これまでのブラウザー/メールの利用形態に加えて、
Blog/RSS技術を活用したユーザー主導の利用形態が始まる

３．３．インターネット利用環境の変化（利用者視点）インターネット利用環境の変化（利用者視点）

これまでのネット利用モデル 新たなネット利用モデル

ポータルサイト 検索を軸にした利用 利用者主導型利用形態

ECサイト

情報収集プラットフォーム

ﾌﾞﾗｳｻﾞｰ

ECサイト

RSSﾘｰﾀﾞｰ

車

転職

ﾒｰﾙ

ｵｰｸｼｮﾝ

ﾄﾗﾍﾞﾙ

ﾁｹｯﾄ

ﾌｧｲﾅﾝｽ

ﾆｭｰｽ

住宅

利用形態

ﾂｰﾙﾊﾞｰ

フロントエンドツール

メール

ＥＣサイト ＥＣサイト

個人Blog個人Blog

メール

検索エンジン

＋ ＋

ﾌﾞﾗｳｻﾞｰメール

個人ＨＰ 個人ＨＰ 個人Blog
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受け手側の情報
コントロール

利用ツール

情報発信者の行動
（ＥＣサイト）

ビジネスモデル

ポータルサイト運営者
（企業）

ポータルサイトへの運営
者として参加・登録

ブラウザー／メール

□純広告（バナーなど）
□集客力をコマース、コンテンツ
事業拡大に活用

検索エンジン（検索結果画面を所有
する人）

検索結果上位に表示する手段
（SEO / SEM / ﾘｽﾃｨﾝｸﾞ広告)

ブラウザー／メール

□リスティング広告
(PPC/キーワード広告）

個人主体
（情報の選択権が個人に移行）

・情報のＲＳＳ化(blog etc)
・トラックバック

ブラウザー／メール
＋

ＲＳＳリーダー

新たな事業モデル

主な情報発信者 ポータルサイト運営者
（企業）

商用サイト／ＥＣサイト（プロ）が
主体

個人サイトが増加。発信者数も更に
増加

インターネット利用環境の変化（利用者視点）インターネット利用環境の変化（利用者視点）

これまでのネット利用モデル 新たなネット利用モデル

ポータルサイト 検索を軸にした利用 利用者主導型利用形態利用形態

ブラウザー

車

転職

メール

ｵｰｸｼｮﾝ

トラベル

チケット

ﾌｧｲﾅﾝｽ

ニュース

住宅

メール

ＥＣサイト ＥＣサイト

検索エンジン

ブラウザーメール

個人ＨＰ 個人ＨＰ

ECサイト

情報収集プラットフォーム

ECサイト

個人Blog個人Blog 個人Blog

フロントエンドツール
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４－１．４－１．プラットフォームにおけるプラットフォームにおけるRSSRSS技術適用への期待技術適用への期待

情報サイト

情報収集プラットフォーム

ECサイト

ＲＳＳリーダー

ツールバー

フロントエンドツール

個人Blog

メール

個人Blog

利用者が主役となった新しいサービスビジネスが拡大

リアルタイム更新

配信側はほぼリアルタイムに
更新情報をサーバーに通知。

ＲＳＳ配信対応のサイト

情報収集の手続き化

一定時間で自動的に更新情報
を問合せるため、「情報収集行為」
が手続き化される。
→ 検索行為の継続性
→ 情報収集の速報性

利用者が情報収集の主体

情報の取捨選択の対象が完全に
ユーザーに移行する。

スパム化の防止

指定したＵＲＬ以外からは強制的に
情報を受信させられることがないため
スパム問題は発生しない

新しい情報配信・収集技術
としての「ＲＳＳ」

情報の一元管理

複数のサイトにまたがる情報を
リーダーを利用して一元管理可能。
しかも、更新情報のみなので確実に
更新された情報を得ることが可能
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４－２．４－２．RSSRSS技術を利用したサービスの事例「マイニフティ」技術を利用したサービスの事例「マイニフティ」

RSSフィードにより、利用者
が選択（カスタマイズ）した
カテゴリーの「最新」情報を
画面表示
・瞬ワード（最新検索ワード）
・ニュース（主要、経済）
・天気予報（東京）
・ブログ
その他

カスタマイズ

ニフティでは、各種の
コンテンツのＲＳＳ化を
進め、情報の一元化
を推進中

ﾊﾟｰｿﾅﾗｲｽﾞ

利用者のプロファイルや
利用履歴に基くリコメンド
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事業者視点と利用者視点とのコンフリクト
•事業者視点 ： 利用者を囲い込みたい（個別のＩＤで認証）

•利用者視点 ： 複数事業者を並行して利用したい（ｼﾝｸﾞﾙ・ｻｲﾝ・ｵﾝ）

安全性重視と利便性重視のコンフリクト
•安全性重視 ： 簡単な認証ではダメ、共通のID/パスワードは危険

•利便性重視 ： 端末限定や複雑なパスワードは面倒

小額決済における手軽さとコストのコンフリクト
•手軽さ重視 ： 小額なものでもネットで購入したい

•コスト重視 ： 小額決済は決済コスト比率が大きい

（１）認証・決済における課題（１）認証・決済における課題

５．今後の課題５．今後の課題
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各種の情報の二次利用
•情報の種類応じた二次利用者が利用できる範囲の明確化

個人情報の管理
•個人情報の取り扱いに関する運用ルールの詳細化
⇒ 個人情報データベースシステムへの影響

（２）情報管理に関する課題（２）情報管理に関する課題
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